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【幹細胞を用いた消化器再生医療の展望】 
消化管の再生を支える幹細胞システムはどのようになっているか

藤谷幹浩, 奈田利恵, 高後 裕
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鶏はじめに
幹細胞は，長期にわたって自己複製能と組織再生能を

有する細胞と定義され')，さまざまな器官を形成する体

細胞に分化する万能性をもつものと，臓器･組織固有の

細胞へ分化する多能性をもつ組織幹細胞に分けられる．

これらの幹細胞は各臓器の形成や組織再生において主役

をなすと同時に，創傷部の治癒機転に深く関係している

ことから2)3)，新たな治療戦略として幅広い疾患への応用

が期待されている4>・

本稿では，消化管の組織形成や再生において中心的な

役割をなす幹細胞システムについて，最も研究が進んで

いる腸管幹細胞に関する最新の研究を紹介し，今後の腸

管幹細胞研究の動向について解説する。

鞠腸管幹細胞はどこに存在するのか？
１）＋4ＬＲＣｓ

腸管幹細胞は自己複製能を有すると同時に，すべての

タイプの腸管上皮細胞，すなわち吸収上皮細胞と３つの
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